
整備方針（案） 

整備方針 全体構成（予定） 

（１）井之頭小学校の特徴を活かした整備方針（案）【第３回懇談会】 

・ 使いやすく整形な校庭及び教室を計画します。 

・ 知的好奇心・自発的探究心を育むビオトープや既存樹木の保存に努めます。 

・ 地域の人々も利用しやすい動線を計画します。 

・ インクルーシブ教育を踏まえた効果的な教室配置を検討します。 

・ 井之頭小学校らしい特徴ある計画を目指します。 

（２）教育諸室 

①普通教室・教室まわり 

②特別教室・特別教室まわり 

③特別支援教室 

④ラーニング・コモンズ 

⑤体育施設 

（３）地域こども館 

（４）自校調理施設 

（５）地域連携・開放施設 

（６）避難所 

（７）設備・構造計画の考え方 

（８）環境配慮の考え方 

（９）防犯対策・安全対策 

（１０）バリアフリー・ユニバーサルデザイン 
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整備方針（案） 

（３）地域こども館 

諸室の構成 

・ あそべえ 

・ こどもクラブ（育成室、事務室、静養室兼更衣室、ミニキッチン） 

 

・ 地域こども館（あそべえ、こどもクラブ）は学校内に設置します。 

・ あそべえ、こどもクラブは近接して配置します。 

・ こどもクラブの各育成室はまとめて配置します。 

・ 学校と管理区分を分けることができる配置とします。 

・ トイレ等、水回りへアクセスしやすい動線を計画します。 

・ 校庭で使用する遊具を収納できる倉庫を設置します。 

・ 管理スペースとして、事務室、静養室兼更衣室、ミニキッチンを設置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）自校調理施設 

・ 第三期武蔵野市学校教育計画に基づき、給食の自校調理施設を学校内に設置します。 

・ ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理の実施を前提とした施設とします。 

・ 搬入車両が出入りしやすい動線を検討します。 

・ 搬入口と児童の動線を分離します。 
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（５）地域連携・開放施設 

諸室の構成 

・ 開放用多目的室 

・ 地域連携室（PTA・青少協、倉庫含む） 

・ 開放管理室 

 

・ 開放エリアと学校エリアを適切にゾーニングします。 

・ 屋内運動場近傍に開放諸室を集約し、使いやすさ、管理しやすさに配慮します。 

・ 開放用の多目的室は、地域のコミュニティルームとして活用できるよう開放エリア内に整

備します。 

・ 開放管理室を設置し、学校との管理区分を明確に分離するなど、学校開放の運営管理が行

いやすい施設とします。 

・ 今後、多様な地域人材が教育活動に参画することを想定し、諸室の配置や動線を検討しま

す。 

・ 家庭科室は、災害時に炊き出しの場として利用できるよう、地域開放ゾーン内に整備しま

す。 
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（６）避難所 

諸室の構成 

・ 備蓄倉庫 

・ 防災倉庫 

 

 防災倉庫および備蓄倉庫を屋内運動場に近接して設置します。 

 校庭、屋内運動場、プール、開放用多目的室、家庭科室は、「武蔵野市地域防災計画」に規

定される避難所として必要な機能を満たし、障害者、高齢者、妊婦等の要配慮者の利用、

および災害時の炊き出しの実施も想定し施設を計画します。なお、避難所の規模は、各学

校の状況に応じ、可能な限り対応するものとします。また、教育活動の早期再開が可能と

なるよう配慮します。 

 屋内運動場とマンホールトイレなどは、防災機能を担う諸室、設備と連携しやすい配置と

します。 

 開放用多目的室を屋内運動場に近接させ、「おもいやりルーム」として利用できるように

します。 

 自立運転機能付きの太陽光発電設備を導入し、災害時にも利用できるようにします。 

 炊き出し釜の使用場所としても利用可能な、屋根付きの屋外空間の配置を検討します。 

 屋根付きの駐輪場や屋外空間を整備し、災害時にはペットの避難スペースとして活用でき

るようにします。 

 物資の荷捌きスペースの設置を検討します。 
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